
磁気記録懇談会の発表記録 

 

溝尾嘉章 

 

磁気記録懇談会、関西産学官人材育成研究会では、中村先生をはじめ諸先輩方

から磁気記録のみならず、異業種技術交流として多くのことを学ばせていただ

きました。磁気記録懇談会での発表がきっかけで、学会発表、論文になり、さら

に 2回の論文賞につながり、大変感謝しています。 

過去の記録を調べようとしたのですが、電子メール創世記の時代は５“FD、３”

FD、ZIP 等に入っていてアクセスも解読も難しくなっています。 

 

溝尾自身のマグネ関連の活動歴は、 

学生時代 

  核磁気共鳴 NMR、ガンマ線角度相関を使った物質の相転移の研究 

松下電器産業(株)、パナソニック(株)で、 

VHS用磁気テープ、D3放送用磁気テープ、MIG,LAM磁気ヘッドの開発事業化、 

ヘッドテープ・インタフェース・シミュレーション技術、測定技術の開発 

マルチフィジックスのシミュレーション技術開発 

松下寿(株)、パナソニック四国(株)、パナソニックヘルスケア社で、 

HDD 用 GMR ヘッドの開発事業化、HDD の不良解析、HDD 寿命設計、 

CAE 技術統括（電気機構 CAD、熱設計、EMC 設計、光学設計）、 

磁気の医療応用、眼科用グリーンレーザ、３D内視鏡 

九州大学医学部循環器内科で 

ペースメーカ等の医療機器開発、医療機器安全、データマイニング 

ソルナック(株)で 

HDD、SSD の不具合解析 

(株)株式会社アダチで 

８K内視鏡、医療への音声認識応用、磁気応用 

をやってきました。 

 



何度か磁気記録懇談会、KC-HRD で発表させていただいたのですが、当時の記

録が十分発掘できませんでした。松下寿当時に松山で磁気記録懇談会を主催さ

せていただいたのはいい思い出です。松下寿の工場見学や能舞台の見学、翌日の

松山観光等楽しくすごさせていただきました。 

 

磁気記録懇談会で皆様の前で発表させていただいたものの記録に近いものが

４つ見つかりました。 

（１）2003 年 GMR 製造プロセスと ESD 破壊 

（２）2005 年 GMR ヘッドの熱損傷 

（３）2013 年 HDD と SSD の故障モード 

（４）2017 年 磁気の医療応用 

これらの一部を転載させていただき、何を伝えたかったか付記させていただ

きます。 

 

余談ですが何度も大山崎のマクセル様を訪問させていただいき、400 年の昔、

山崎の戦いの跡で、ご先祖様の溝尾庄兵衛（明智茂朝）が勝竜寺城の城代、明智

四天王のひとりとして奮戦した地を感慨深く思っています。溝尾庄兵衛は京都

山科小栗栖で主君光秀の介錯をし、首を妙心寺へと運ぼうとしたことまでは史

実のようです。（生き延びて光秀天界説もありますが） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



１．GMR 磁気ヘッドの ESD 破壊と製造プロセス 

2003 年頃、磁気記録懇談会、IDEMA の磁気記録分科会で講演をさせていただ

き、それを RCJ 信頼性シンポジウムで発表したものが優秀論文賞いただきまし

た。それを元にアメリカの EOS/ESD シンポジウムで招待講演になり論文賞をい

ただきました 

当時、GMR ヘッドの不具合を公表した論文は少なく、多くの故障モードの解

析を榊間さんに手伝っていただいた事を懐かしく思い出します。 

 

 

２．GMR を用いた HDD の熱信頼性 

EOS、ESD シンポジウムに参加した者は、続報を書けといわれて執筆したもの

です。 

これも最初に磁気記録懇談会で報告させていただきました。 

一番の目玉は、図１、図２の人類が持つ情報量の推移と情報メディアの変遷

で、国会図書館に通って資料を集めて作成しました。訴えたかったのは HDD の

寿命は 5年、磁気テープは 10 年で再生機器がなくなる、光ディスクは容量不

足と再生機器の寿命で、情報にアクセスできなくなると考えました。2000 年代

は 100 年後の知的生物にとって情報が無い暗黒の世代になる、ぜひ磁気を用い

た半永久的な記録装置が必要だという思いでした。 

これも EOSESD シンポジウムに発表したあと、J Electrostatics,から招待論

文要請がきて 

 

Soft ESD phenomena in GMR heads in the HDD manufacturing Process, J 
Electrostatics, (2006) Vol64, pp72-79 
 

として論文になりました。 

 

３．HDD と SSD の信頼性 

縁あって大阪の北新地で HDD を製造しているソルナック株式会社で技術と経

営を見ろということで、1 年弱ほど HDD の不具合解析、SD や SSD の不具合解析

と営業（これが全くできませんでした）をやってました。 



ここで学んだのが、固体メモリ（フラッシュメモリが主）は信頼性が高く永久

保存できるという都市神話が嘘だということです。 

NAND 型メモリは 1 素子あたり数百個の電子がトンネル構造を通して保持されて

おり、 

・数年で電荷が抜けると記憶が消える、 

・記録消去でトンネル膜の摩耗がおこり寿命がある 

・再記録でチャージを保持する機能は、高価な SSD のみが持っているが、通電さ

れてないと保持できない 

という話をして、懇談会で物議をかもしたと記憶しています。 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．磁気の医療応用 

アダチという医療機器会社に転職して、医療機器開発にたずさわっています。 

ダビンチというお腹を手術するロボットを扱っていましたが、その紹介と医

療分野での磁気の応用例を発表させていただきました。 

残念なことに磁気の医療応用の成功例は比較的少なく、また日本の存在感が

弱くて、少数の研究会はありますが研究者が集まり日本で学会ができるほど盛

況ではないことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



以上、溝尾の勝手な思いをつづらせていただきました。 

 

日本の磁気記録の栄光の時代をすごせたことに皆様への感謝と誇りを持ちつ

つ、これが持続的な日本の学術、産業に生き残れてない事に、忸怩たる思いと責

任を感じています。 

本会が新しい技術者を育てる礎になることを切に祈念しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背景はグランドキャニオンです 

 

 

【略歴】 

1980 年松下電器産業無線研究所入社その後同社中央研究所・AVC 研究所、松下

電子部品、松下寿電子工業、パナソニック四国、パナソニックヘルスケア社等で

新規機器特に磁気記録用ヘッド、メディア、ストレージ機器、医療機器の開発の

事業化を行った。熱流体・構造・電磁気・光学・確率論等のマルチフィジックス

シミュレーション技術を用いた最適化設計技術開発を行った。同時に理化学研

究所研究員、愛媛大学医学部客員研究員を兼任。その後、九州大学医学部学術研

究員、ソルナック株式会社等を経て株式会社アダチで医療機器の開発に従事。電

子情報通信学会磁気記録研究会委員、日本ﾄﾗｲﾎﾞﾛｼﾞ学会委員、ｽﾄﾚｰｼﾞﾘｻｰﾁｺﾝｿｰｼ

ｱﾑ副分化会長、日本機械学会、日本医療機器学会、応用磁気学会、ﾚｷﾞｭﾗﾄﾘｻｲｴﾝ

ｽ学会、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ外科学会等の会員。 


